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メタバース教育活用の目的
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2022年前期 メタバースを活用した国際協働学修の概要

この課題を改善するために「メタバース」を活用して

実践

留学生と日本人学生の協働の授業「国際共修授

業」で「日本文化紹介」と「留学生の国の文化紹介」

を実施

2022年度前期セメスターにおいて130名の学生が

参加

内 留学生は20カ国 26名で，渡日できない東北大

学留学生や国内大学間コンソーシアム学生も参加

Virbelaの動画を載せる

Virbelaの動画を載せる



6

「メタバースで世界をつなぐ国際協働学修の実践」 林 雅子 © 2022 東北大学高度教養教育・学生支援機構

2022年前期 国際協働学修で使用したメタバースプラットフォーム

2Dのバーチャルオフィス

カスタマイズ性が高く，授業用の

ワールドを本学学部生が構築

また130人が1つのワールドに

クリック1つで入ることができる

2Dのワールドなので

臨場感・没入感が低い

VRフレンドリーな3Dプラットフォーム

カスタマイズ性が高く授業用の

ワールドを本学学部生が構築

無料かつアプリのインストールなしに

参加できることが魅力

1ワールドに25人程度しか入れない

ワールドのデータサイズ制限が厳しい

3Dのバーチャルオフィス

高クオリティなワールドで

講義利用・グループワーク利用が可能

アバターの姿で130人が1つの

ワールドに入ることができる

ワールドや機能のエディットが不可

アプリのインストールが必要

本ワールドは本学工学部 北村・高嶋研究室の学部4年 大岡凌 氏が構築
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2022年前期 メタバースを活用した国際協働学修実践結果

• メタバースでオンライン参加者と

対面参加者が同一空間で

ディスカッション

• アバターを活用することで

コミュニケーションが円滑化

• メタバース上の同一空間に130名を

超すオンライン・対面参加の留学

生・日本人学生が国境を越えて集合

• メタバースの活用により一体感がよ

り向上し、心理的な壁も低減

• ヘッドマウントディスプレイ（HMD）

の装着でオンライン参加者に相槌

等の自然な反応を伝達可能

• 対面参加者にとっても臨場感・没

入感が上昇
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「心理的な壁」の課題
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「心理的な壁」の課題とメタバース活用の利点

対面・オンライン参加者が混在するHyFlex授業の協
働学修において、オンライン参加者が対面参加者に対して

「心理的な壁」を感じやすいと思いますか。

オンライン参加者が対面参加者に対して

「心理的な壁」を感じやすい．

メタバースを活用することで、オンライン参加者の対面参加

者に対する「心理的な壁」がより低減．

N＝112

メタバース上では、離れたところにいる人々が、バーチャルで
同一空間を共有することできます。メタバースを活用すること
で、オンライン参加者の対面参加者に対する「心理的な壁」

がより少なくなると思いますか。

参考文献 林雅子他（2022）「メタバースを活用した国際共修の利点と課題－受講者のリフレクションを基に－」『東北大学言語・文化教育センター年報』第8号（掲
載決定）
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「カメラオンオン問題」の課題
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「カメラオンオン問題」の課題とメタバース活用の利点

会議ツールでメンバー全員がカメラを
オフにしているとき協働学修でコミュニケーションが

取りづらいと感じたことはありますか

協働学修で、カメラをオンにしなくてもよいと
言われている状況で、他のメンバーもカメラオンに

していないとき、あなたはオンにしたいと思いますか。

カメラをオンにした方がコミュニケーションを取りやすいと

思っているにもかかわらず，カメラをオンにはしたがらない．

さらに，カメラオンを強制することも難しい．

アバターの方が話かけやすいと感じている．

N＝112
アバターに話しかけることは、メンバー全員カメラオフ
の黒い画面に話しかけることに比べて、話しやすいと感

じますか。

林雅子他（2022）「メタバースを活用した国際共修の利点と課

題－受講者のリフレクションを基に－」『東北大学言語・文化教
育センター年報』第8号（掲載決定）
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HMDを活用したメタバース国際協働学修の利点

このシステムは臨場感

（sense of presence）を感じやすいと思う。

このシステムは没入感

(sense of immersion)を感じやすいと思う。

カメラオフ会議ツール HMD無 メタバース HMD有 メタバース

臨場感と没入感について、システムごとに質問をした。質問は、「System Usability Scale (SUS)」にならって

回答形式も同様にし、「5 Strongly Agree」から「1 Strongly disagree」までの5件法とした。

グラフの一番右のデータが「5 Strongly Agree」、一番左のデータが「1 Strongly disagree」（N＝43）

林雅子他（2022）「メタバースを活用した国際共修の利点と課題－受講者のリフレクションを基に－」『東北大学言語・文化教育センター年報』第8号（掲載決定）
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メタバース国際協働学修の展開 メタバースVirtual Student Exchange

国際共修授業において留学生が足りていないという問題がある

渡航を前提としていない海外の学生も参加可能な取り組み

メタバースVSE（Virtual Student Exchange）

地理的な理由・経済的な理由等から日本に留学しない・できない

学生や，日本語を勉強したが日本に行く機会がない方々にも

日本人と話す機会を持ってもらえる

同様の理由で、海外に行くことができない日本人学生も、多くの国

の学生と、日本にいながらにして交流・学修が可能

「アカデミックメタバースで世界をつなぐ国際共修」

東北大学統合報告書2022
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メタバース国際協働学修の展開 東北大学コネクテッドユニバーシティ戦略

東北大学ビジョン
２０３０

（アップデート版）
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メタバース国際協働学修の展開 東北大学 統合報告書2022にて

「アカデミックメタバースで世界をつなぐ国際共修」

東北大学統合報告書2022
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メタバース国際シンポジウム 基調講演

喜連川 優
国立情報学研究所 所長

ご講演タイトル

教育とメタバース

—教育DXシンポでの取り組み情報共有から

見えてくる世界—
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メタバース国際シンポジウム

由 志慎

（大連理工大学）

Ryan Spring

（東北大学）

Agus Budi Cahyono

（Brawijiaya University）

Njeri Kagema

（United States International 

University-Africa）

滝澤 博胤
東北大学 理事・副学長 (教育・学生支援担当)
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メタバース国際シンポジウム

参加登録フォーム

オンサイト40人
参加登録締切：11月18日16時
オンライン500人
参加登録締切：11月25日16時

メタバース参加登録

メタバースでも開催いたします．

メタバース経験のある方を対象に

メタバース会場での参加希望もお受けします．

※人数に制限があります（先着順）

参加登録締切：11月25日16時
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ご清聴ありがとうございました
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